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平成２２年５月１２日平成２２年５月１２日

本プレゼンテーション中の将来の見通しにつきましては、当社の判断によるものであり、経済情勢、市場動向、税制や諸制度の変更等によ
り、大きく変化しうるものであります。従いまして、その内容につきましては、当社は一切責任を負うものではありませんのでご了承ください。
また、本プレゼンテーションは、投資を勧める目的のものではございません。



当期のまとめ当期のまとめ

【【当社経営を取り巻く環境当社経営を取り巻く環境】】

世界同時不況による設備投資需要後退から、売上高の大幅減少を余儀な
くされました。

政府の総合経済対策や世界的な半導体需要回復により、当期後半以降、
若干の薄日が差し込み始めました。

しかし、昨年後半のドバイ・ショックや年明け以降のギリシャ財政問題等、
依然として懸念材料がくすぶり、予断を許さない状況が続いております。

【【当社施策の結果当社施策の結果】】

新エネルギー関連企業や三品業界等の新規取引先の開拓や、既存取引
先の新しい部門・部署の開拓による新需要の創出に取り組みました。
新規口座開設数：２１０超（今後これらの取引先の取引拡大を目指す）

役員報酬を含めた人件費削減をはじめ、通信環境の見直しによる通信費
の削減など、あらゆる経費の見直しを実施し、販管費を３億５２百万円（対
前期比）削減しました。



当期の状況当期の状況

H21H21年年33月期月期 H22H22年年33月期月期 対前期比対前期比

売 上 高売 上 高 １９，４８９１９，４８９ １１，４３８１１，４３８ △４１．３％△４１．３％

営 業 利 益営 業 利 益
（（ △△ 損 失損 失 ））

１，０２５１，０２５ △△ ２８２８ ーー

経 常 利 益経 常 利 益 １，１３０１，１３０ ４３４３ △９６．１％△９６．１％

当 期 純 利 益当 期 純 利 益
（（ △△ 損 失損 失 ））

６４３６４３ △△ ３６３６ ーー

売 上 総 利 益 率売 上 総 利 益 率 １６．０１６．０ １４．９１４．９ △△ １．１１．１

Ｒ Ｏ ＥＲ Ｏ Ｅ ４．８４．８ △△ ０．３０．３ ーー

（単位：百万円）



経常利益減少の要因分析経常利益減少の要因分析

0

-300

500

1,000

H21年3月期
経常利益

（単位：百万円）1,130

H22年3月期
経常利益

43

売上高減少に
よる影響
△1,287

粗利益率低下
による影響
△119

販管費削減
による影響
＋352

その他
△32

人件費（含む役員）
事務用消耗品費
賃借料
配送費
旅費交通費
通信費

販管費の主な削減科目



売上高・経常利益・売上総利益の推移売上高・経常利益・売上総利益の推移
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通期売上高 25,800百万円 通期売上高 19,489百万円 通期売上高 11,438百万円
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業種別売上高占有率業種別売上高占有率
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海外部門の国別売上高海外部門の国別売上高
単位：百万円
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海外部門の国別売上比率海外部門の国別売上比率
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財務内容等の状況財務内容等の状況

平成平成2020年年33月期月期 平成平成2121年年33月期月期 平成平成2222年年33月期月期

営業活動による営業活動による
キャッシュフローキャッシュフロー 3333 2,0942,094 943943

投資活動による投資活動による
キャッシュフローキャッシュフロー △△1,0141,014 △△466466 292292

財務活動による財務活動による
キャッシュフローキャッシュフロー △△504504 △△964964 △△335335

現金及び現金同等物現金及び現金同等物
の期末残高の期末残高 5,0025,002 5,6655,665 6,5666,566

（単位：百万円）[[キャッシュフローの推移キャッシュフローの推移]]



今期の経営環境今期の経営環境

【【当社経営を取り巻く環境当社経営を取り巻く環境】】

内外経済情勢は、一時の最悪期は脱し、緩やかな回復に向かっていると
思われます。

しかし、原油価格の上昇傾向、ギリシャ財政問題、中国人民元の切り上げ
等、経済的な波乱材料が山積されております。

国内においても、個人消費の低迷、デフレの長期化懸念等、急激な景気好
転は望みにくく、厳しい状況が続くものと想定しております。

当社取引先からの受注状況も上昇傾向にはありますが、更なる増産体制
に向けた設備投資が本格化するか、まだまだ不透明な面があります。



今期業績予想今期業績予想

平成２３年３月期（予想） 平成２２年３月期
実績第２四半期累計期間 通期

売 上 高売 上 高 6,8006,800 13,50013,500 11,43811,438

営 業 利 益営 業 利 益 100100 200200 △△ 2828

経 常 利 益経 常 利 益 130130 250250 4343

当 期 純利益当期純利益 8080 150150 △△ 3636

売上総利益率売上総利益率 ーー 15.015.0％％ 14.914.9％％

11 株 当 た り株 当 た り
配 当 金配 当 金 ーー 3030円円 3030円（予）円（予）

（単位：百万円）



今期の経営方針今期の経営方針

Team TOBATeam TOBA

大手企業グループの囲い込み
新エネルギー分野の拡大
三品業界（食品、医療・医薬品、化粧品）の開拓
環境・エコ商品拡販（CO２削減、電動化）
新規部署の横展開

【営業部門】

経費削減策の継続
コンプライアンスを基軸とした経営の実施
リスク管理体制の強化
IFRS適用に向けた準備

【管理部門】



株式会社株式会社 鳥羽洋行鳥羽洋行
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